
「こどもまんなか応援サポーター」として「こどもまんなか」※の取組に
ご協力願います。

※行動や取組の例
・施設に授乳スペースをつくった。 ・施設やイベントに子どもを招待した。
・こども食堂やフードバンクを支援している。

取り組んだことをSNSやYouTube上で「＃こどもまんなか やってみた」

をつけて発信ください。発信が難しい企業・団体の皆様は、本紙の裏面に

記入し、ご提出いただければ、道のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで企業名等を紹介します。
一般の方が利用する施設や店舗等において、可能な範囲で、妊娠中の方や
お子様連れの方の窓口での優先案内や、優先駐車場の設置、授乳スペース
の設置等の取組にご協力願います。

「ほっかいどう こどもまんなか応援サポーター」
へのご参加をお願いします。

※裏面による「宣言」もご検討ください。

鈴木知事は、こども家庭庁が進める「こどもまんなか社会」の趣旨に賛同し、
「こどもまんなか応援サポーター」を宣言しました。

北海道日本ハムファイターズ、北海道コンサドーレ札幌、レバンガ北海道
も趣旨に賛同し、「こどもまんなか応援サポーター」として、
選手の皆様などがSNSでの発信等をしています。

北海道では、社会全体で子育てする気運の醸成を図るため、
全ての道立施設で、「こどもファスト・トラック」
（窓口での優先案内のほか、一部の施設で優先駐車場や授乳室等を設置
等）を進めています。

鈴木知事による
「ほっかいどう こどもまんなか

応援サポーター」宣言

北海道コンサドーレ札幌 宮澤裕樹選手
による「こどもまんなか
応援サポーター」の発信

担当：北海道保健福祉部子ども政策局子ども政策企画課 菅谷、佐藤
（TEL）011-206ｰ6309

こども家庭庁HP

★個人や企業・団体の皆様へのお願い★



 

  ご提出いただける場合は、次のいずれかに送信をお願いします。 

                    FAX番号  ０１１－２３２－４２４０ 

                    e-mail    hofuku.kodomo1@pref.hokkaido.lg.jp 

 

     こどもまんなか応援サポーター宣言について 

 

 「こどもまんなか」の趣旨に賛同し、こどもや子育て世帯を社会全体で 

支える「こどもまんなか社会」の実現にむけて、こどもまんなか応援サポー 

ターとなることを宣言します。 

 

 企業・団体名           

           ※１ 

 

 

 

 

 

  担当部署・担当者名       

  電話番号 

 メールアドレス         

           ※２ 

 

 

 

 

 

 

 「こどもまんなか」のため 

の取組等内容を示す自社等 

のサイトがあればURLを 

記載願います。           

              ※３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※１、※３については、道のホームページに掲載させていただきます。 

   ※２については、道からの問い合わせや確認を行う場合のために記載いただくもの 

   です。他の目的には使用いたしません。 

                           

 

 「こどもまんなか応援サポーター」について 

  

・「こどもまんなか」とは 

  すべてのこどもや若者たちが幸せに暮らせるように、常にこどもや若者の今と 

 これからにとって最もよいことは何かを考え、社会全体で支えていくことです。 

・「こどもまんなか」の趣旨に賛同した皆さまが、「こどもまんなか応援サポーター」

 です。 

・すでに実施されている取組や、宣言をきっかけに取り組むことなどを、ＳＮＳ等で 

 発信することが推奨されています。 

 

 

 


